
転
換
期
の
韓
国
経
済

①

５０
周
年
を
迎
え
る
。
グ
ロ
ー

バ
ル
化
と
中
国
の
台
頭
に
よ

り

、
韓

国

に
と

っ
て

の
日

本
、
日
本
に
と

っ
て
の
輪
国

の
位
悩
づ
け
は
変
化
し
た
。

成
熟
し
た
関
係
を
築
く
に

は
韓
口
経
済
の
変
化
を
踏
ま

転
換
期
の
韓
国
経
済

②

転
換
期
の
韓
国
経
済

③

チ
ャ
イ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
を
克

服
し
な
が
ら
、
中
国
市
場
を

ど
う
攻
略
す
る
か
が
軒
国
企

業
の
融
理
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
点
で
、
サ
ム
ス
ン
電
子

の
動
き
が
示
唆
に
富
む
。

中
国
で
の
Ｔ
Ｖ
用
液
品
パ

ネ
ル
の
生
産

（
中
国
、
韓

田
、
台
湾
系
企
業
）
開
始
と

中
国
政
府
に
よ
る
国
産
化
支

援
を
受
け
、
中
同

で
Ｔ
Ｖ

用
、
備
国
で
モ
バ
イ
ル
用
の

パ
ネ
ル
を
生
産
し
て
い
く
。

ま
た
、
中
国
で
今
年
Ｎ
Ａ

Ｎ
Ｄ
型
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ

ー
を
生
産
し
、
現
地
で
操
業

す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
へ
の

供
給
を
開
始
す
る

一
方
、
韓

田
で
大
型
半
導
体
工
場
の
新

設
計
画
を
発
表
す
る
な
ど
、

強
み
の
半
導
体
事
業
を
強
化

す
る
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。

中
国
の
台
頭
は
産
業
の
高

度
化
を
促
す
契
機
と
な
角

　
３‐

経
済
関
係
の
緊
密
化
に
伴

刊

い
、
韓
国
政
府
は
中
国
重
視

の
経
済
外
交
を
展
開
し
て
い

一
る
。
今
年
Ｈ
月
、
輔
Ｎ
と
中

国
と
の
自
由
貿
易
協
定

（
Ｆ

Ｔ
Ａ
）
交
渉
が
実
質
合
意
に

違
し
た
。
農
置
物
市
場
が
保

護
さ
れ
た
半
面
、
自
動
車
が

一
除
外
さ
れ
る
な
ど
、
間
国
の

，
利
害
を
反
映
し
た
現
実
的
な

内
容
と
な

っ
た
「

（日
本
総
合
研
究
所
）

輔
国
経
済
に
対
す
る
見
方

が

、

こ
の
数

年

で

一
変

し

た
。
以
前
は

「
グ

ロ
ー
パ
ル

化

で
先
行
す

る
韓
国

」

、

「
世
界
で
照
造
す
る
韓
国
企

業

」

と
し

て
注

目
さ

れ

た

が
、
最
近
で
は
否
定
的
な
論

調
が
多
い
。

実
際
、
経
済
成
長
率
は
３

％
台

へ
低
下
し
、
サ
ム
ス
ン

電
子
や
現
代
自
動
車
な
ど
の

巣
縦
も
悪
化
し
て
い
る
。

イ

ン
フ
レ
率
が
１
％
台
に
低
下

し
た
た
め
、
日
本
型
デ
フ
レ

を
懸
ぷ
す
る
声
も
あ
る
。

２
０
０
０
年
代
以
降
、
韓

田
で
は
大
企
業
の
グ

ロ
ー
パ

ル
展
開
に
依
拠
し
た
輸
出
主

導
型
成
長
が
続
い
た
が
、
世

界
経
済
と
く
に
中
国
経
済
の

減
速
を
受
け
て
失
速
し
た
。

中
国
企
業
の
台
頭
や
円
安
ウ

ォ
ン
高
の
影
響
も
あ
る
。

従
来
の
成
長
モ
デ
ル
が
機

能
し
な
く
な

っ
た

一
方
、
次

の
ス
テ
ッ
プ
に
向
け
た
取
り

組
み
は
遅
れ
て
い
る
。
朴
極

恵

（
パ
ク

・
ク
ネ
）
政
粕
は

イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
に
立
脚
し

た
創
造
経
済
の
実
現
を
め
ざ

す
が
、

「
経
済
革
新
３
カ
年

計
画
」
が
策
定
さ
れ
た
の
は

‐４
年
２
月
末
で
、
そ
の
成
興

は
ま
だ
表
れ
て
い
な
い
。

低
成
長
が
続
く
な
か
で
、

‐８
年
に
高
齢
社
会

（
６５
歳
以

比
人
口
の
占
め
る
割
合
が
１４

％
以
上
）
に
移
行
す
る
見
通

し
で
あ
る
。
年
金

。
価
祉
関

連
を
中
心
に
財
政
支
出
圧
力

が
強
ま

っ
て
お
り
、
政
策
の

見
直
し
や
財
源
確
保
の
問
題

が
浮
上
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
経
済
の
革
新

を
図
り
な
が
ら
、
高
齢
社
会

い
”
郷
醐
嘘
卿
囀
鞠
療
御
％

ぺ ・ ジ

来
年
、
日
韓
国
交
正
常
化

１９

輔
国
の
現
状
を
特
徴
づ
け

る
も
の
に
経
常
黒
字
の
拡
大

が
あ
る
。

一
般
的
に
黒
字
は

良
い
と
さ
れ
る
が
、
必
ず
し

も
そ
う
と
は
い
え
な
い
。

投
資

ｇ
貯
密
率
の
動
き
を

み
る
と
、
そ
の
理
出
が
わ
か

る
。
近
年
、
貯
蓄
率
は
被
ぼ

い
で
推
移
し
て
い
る
の
に
対

し
投
資
率
が
低
ド
し
た
。
こ

の
ギ
ャ
ッ
プ
拡
大
が
、
経
常

黒
字
拡
大
の
背
景
に
あ
る
。

景
気
の
拡
大
時
期
は
、
設

備
投
資
の
増
加
に
伴
い
生
産

財
、
消
費
の
活
発
化
に
伴
い

消
費
財
の
輸
入
が
増
え
て
、

貿
易

・
経
常
収
支
が
悪
化
し

や
す
い
。
景
気
の
低
迷
時
期

は
逆
の
動
き
が
生
じ
る
。

投
資
率
低
下
に
は
、
不
動

産
市
況
の
悪
化
に
伴
う
建
設

投
資
の
減
少
に
加
え
、
企
業

が
設
備
投
資
に
慎
重
に
な

っ

た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
。

そ
の
要
因
と
し
て
、
①
内

外
需

が
低
迷

し
て
い
る

こ

と
、
②
朴
極
恵

（パ
ク

・
ク

ネ

）
政
糠

（
１３
年

２
月
発

足
）
の
政
策
を
見
極
め
よ
う

と
し
た
こ
と
、
③
海
外
で
の

投
資
を
優
先
し
て
い
る
こ
と

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

経
常
黒
字
の
拡
大
を
背
景

に
、
ウ
ォ
ン
高
が
進
展
し
た

の
も
近
年
の
特
徴
で
あ
る
。

米
国
の
量
的
金
融
級
和
政
策

の
終
ｒ
に
よ
り
、
足
元
で
は

ウ
ォ
ン
は
ド
ル
に
対
し
て
弱

含
ん
で
い
る
が
、
円
に
対
し

て
は
強
含
ん
で
い
る
。
ウ
ォ

ン
高
は
輸
入
コ
ス
ト
を
押
し

下
げ
る
半
面
、
輸
出
と
企
業

業
績
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を

及
ぼ
す
。
円
安
効
異
で
好
業

績
と
な

っ
た
日
本
企
業
と
対

照
的
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
ジ

す欝
暉
鍋
艇
柵

２７ぺ．

求
め
ら
れ
る
。
最
近
、
任
兇

換

（
チ

ェ

・
ギ

ョ
ン
フ

ァ

ン
）
経
済
副
首
相
は
大
企
業

の
高
い
キ
ャ
ッ
シ

ュ
比
率
を

閥
理
に
し
た
。
こ
れ
は
魅
力

あ
る
投
資
機
会
の
不
足
や
リ

ス
ク
対
策
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
重
要
な
の
は

「
経
済
革

日

新
３
カ
年
計
画
」
を
者
実
に
胸

鮒
挙轍
器
輸襲騨

‐４年‐２

る
。

（
日
本
総
合
研
究
所
）

２０

２
０
０
０
年
代
に
入
り
、

韓
日
経
済
の
グ

ロ
ー
パ
ル
化

が
進
む
過
程
で
、
貿
易
面
で

の
中
国
依
存
が
高
ま

っ
た
。

現
在
、
中
Ｎ
は
最
大
の
輸
出

。
輸
入
相
手
国
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
中
国
経
済
の

動
向
に
左
右
さ
れ
や
す
く
な

っ
た
。
プ
ラ
ス
効
異
が
多
か

っ
た
以
前
と
興
な
り
、
マ
イ

ナ
ス
の
影
響

（チ
ャ
イ
ナ
シ

ョ
ッ
ク
）
を
強
く
受
け
て
い

る
。
中
国
の
成
長
減
速
に
伴

う
輸
出
の
鈍
化
、
高
成
長
期

に
形
成
さ
れ
た
好
循
環
メ
カ

ニ
ズ
ム
の
終
焉

（し
ゅ
う
え

ん
）
、
過
剰
生
産
、
中
国
製

品
の
台
頭
な
ど
で
あ
る
。

海
迦
、
造
船
業
界
で
は
経

営

破
綻

し
た
企
業
も

現
れ

た
。
最
近
で
は
、
中
国
製
ス

マ
本
の
台
頭
に
よ
り
、
サ
ム

ス
ン
電
子
が
大
幅
減
益
に
な

っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
た
。

実質国内総生産(GDP)と
%消費者物価指数(CP0

CPI上昇率 実質GDP
伸び率

2001年  04  07  10   14(チ )

(注)2014年は韓国銀行のラ測
(出所)研国銀行、Econonic Sia“ stics System

日本経済新聞 朝刊

経常黒字額と投資・貯言率

語 率
%

経済革新と高齢化へ対応急務

投資率低下が生む経常黒字

強まる中国経済の影響カ

８

　

６

　

４

　

２

　

０

‐

鳴

え
、

「共
通
の
利
益
」
を
再

鮒

確
認
す
る
作
業
が
不
可
ス
で

月

嘘
第
嘘
隅
紅
“
鰐
熊
部
嘘
て

い
〕

（
日
本
総
合
研
究
所
）

２０

5

投資率

″こR常黒字

2001年  04  07  10  13
(注 )投資宰、貯B率は困足資本形成m、貯圏願の対GDp比

(出所)憾口銀行、Economic Stattsttcs System

日本経済新聞 朝刊

韓国の対中。対日貿易依存度
25 対中輸

20

15

10

1

対日輸入
対日輸出

ジV梃

2001年  04  07   10   13
(出所)韓園貿易協会データベース

2014年 12月 10日  日本経済新聞 朝



転
換
期
の
韓
国
経
済

④

転
換
期
の
韓
国
経
済

⑤

転
換
期
の
韓
国
経
済

現
代
自
動
車
の
業
績
が
悪

化
し
、
今
年
７
～
９
月
期
の

営
業
利
益
は
前
年
同
期
比
１８

％
減
と
な

っ
た
。
こ
の
要
因

と
し
て
販
売

の
伸
び
悩
み
、

ウ

ォ
ン
高
、
労
働
組
合
の
時

限
ス
ト
の
影
響
が
指
摘
で
き

る
が
、
同
社
の
グ

ロ
ー
パ
ル

戦
略
も
関
係
し
て
い
る
。

地
域
別
販
売
構
成
を
ト

ヨ

タ
自
動
車
と
比
較
す
る
と
、

現
代
白
動
車
の
新
興
田

（中

田
、
そ
の
他
）
重
視
が
う
か

が
え
る
。
と
く
に
中
国
は
同

社
に
と

っ
て
最
大
の
市
場
と

な

っ
て
お
り
、
販
売
全
体
に

占
め
る
シ

ェ
ア
は
２
０
１
３

年
現
在
２２
％
強
で
あ
る
。

現
代
自
動
車
は
１
９
９
０

年
代
後
半
以
降
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ

ｓ
を
中
心
に
海
外
生
産
を
拡

大
し
て
き
た
。
高
い
潜
在
成

長
性
の
ほ
か
、
日
本
企
業
が

本
格
辿
出
し
て
い
な
い
こ
と

も
影
響
し
た
と
い
え
る
。

新
興
国
で
シ
ェ
ア
を
高
め

た
要
因
は
、
①
ポ
リ

ュ
ー
ム

ゾ
ー
ン

（
コ
ン
パ
ク
ト
カ
ー

や
小
型
車
）
の
開
拓
、
②
現

地

ニ
ー
ズ
に
合

っ
た
モ
デ
ル

の
開
発
、
③
広
告
宣
伝
を
通

じ
た
プ
ラ
ン
ド
認
知
度
の
向

に
な
ど
で
あ
る
。
販
売
の
拡

大
に
よ
り
早
期
に
量
産
体
制

を
確
立
し
た
こ
と
も
、
競
争

優
位
の

一
因
に
な

っ
た
。

新
興
国
を
優
先
し
て
き
た

結
果
、
米
国
で
の
生
産
が
迅

れ
た
。

０５
年
の
生
産
開
始
に

伴
い
備
国
か
ら
の
輸
出
は
い

っ
た
ん
減
少
し
た
が
、
米
国

で
の
販
売
増
加
に
伴
い
再
び

増
加
し
た
。
輸
出
比
率

（米

田
の
販
手蟹
口
数
に
対
す
る
韓

脚
め
嚇
ω
鯖
側
胸
凱
部
鮮
呻
　

・ジ

て
日
本
企
業
よ
り
高
い
。

　
　
解

こ
の
こ
と
が
国
内
製
造
業

２

の
空
洞
化
を
と
ど
め
る
半

刊

朴
極
恵

（
パ
ク

・
ク
ネ
）

政
権
は
従
来
の
キ
ャ
ッ
チ
ア

ッ
プ
型
戦
略
が
限
然
に
な

っ

た
と
の
認
識
か
ら
、

イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
立
脚
し
た
創
造

経
済
の
実
現
を
め
ざ
す
。

２
０
１
３
年
６
月
発
表
の

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
は
、

①
牡
業
を
促
匙
す
る
エ
コ
シ

ス
テ
ム
の
創
造
、
②
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
の
役
割
強
化
と
グ

ロ
ー
バ
ル
市
場

へ
の
参
入
文

擾
、
③
新
た
な
成
長

エ
ン
ジ

ン
の
創
造
、
④
チ
ャ
レ
ン
ジ

鞘

神
あ

ふ
れ

る
人

材

の
育

成
、
⑤
科
学
技
術
分
野
に
お

け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
強
化
、
⑤
創
造
的
な
経
済

的
環
境
の
閥
成
の
６
つ
の
戦

略
が
打
ち
出
さ
れ
た
。

創
造
経
済
を
含
む
政
策
の

付
幣
は
１４
年
２
月
末
、

「
経

済
単
新
８
カ
年
計

―は！ｉ
」
と
し

て
発
表
さ
れ
た
。
①
フ
ァ
ン

ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
の
強
化
、
②

創
造
経
済
の
推
進
、
①
内
需

の
振
興
と
い
う
３
本
柱
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
各
地
域
で
創
造

経
済
＝
新
セ
ン
タ
ー
が
殻
饉

さ

れ
始

め

た
。
地
方

向
治

体
、
大
企
業
、
研
究
機
関
、

金
融
機
関
が
運
棚
し
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
の
育
成
と
成
長

促
進
を
図
る
。
財
間
企
業
は

／
ン
タ
ー
の
役
割
を
担
う
。

政
策
の
成
果
が
期
待
さ
れ

る
半
而
、
創
造
経
済
に
関
し

て
は
、
概
念
が
抽
象
的
で
具

体
的
に
何
を
め
ざ
す
の
か
が

わ
か
ら
な
い
、
理
念

（創
造

性
を
伸
ば
す
環
境
の
破
成
）

と
現
状
が
乖
雌

（か
い
り
▼

し
過
ぎ
て
い
る
な
ど
の
問
題

溶
帥弛
卸帷ぽ術客

一ジ

得
と
先
行
製
品
の
改
良
に
よ
ド

リ
成
長
し
た
が
、
独
自
の
技

３

鈴
国
で
は
少
子
化
の
進
展

に
よ
り
、
２
０
１
８
年
に
高

齢
社
会

（
６５
歳
以
上
人
日
の

全
体
に
占
め
る
割
合
が
Ｍ
％

以
上
）
に
移
行
す
る
見
通
し

で
あ
る
。
企
業
に
側
歳
以
上

定
年
制
を
順
次
義
務
づ
け
る

な
ど
、
高
齢
社
会
に
向
け
た

制
度
改
革
も
始
ま

っ
た
。

高
齢
社
会
を
控
え
て
間
週

に
な

っ
て
い
る
の
が
高
齢
者

の
貧
出
で
あ
る
。

一
因
に
、

国
民
年
金
制
度
の
導
入
が
遅

れ
た
こ
と
に
よ
る
給
付
額
の

少

な
さ

が
あ
る
。
朴
極

恵

（
パ
ク

。
ク
ネ
）
大
統
領
は

週
挙
の
際
、

「
す
べ
て
の
高

齢
者
に
月
２０
万
増

（
約
２
万

１
千
円
）
の
基
礎
老
齢
年
金

（
現
在
の
基
礎
年
金
）
を
支

給

す
る

」
と
公
約

す
る

一

方
、
増
税
せ
ず
に
福
祉
の
充

実
を
図
る
と
言
明
し
た
。

支
出
樹
途
の
調
整
や
非
課

社
会
支
出

税

・
優
遵
税
制
の
見
直
し
な

ど
で
財
源
を
馳
保
し
よ
う
と

し
た
が
、
税

収
が
伸

び
悩

み
、
所

得
上
位

３０
％
を

除

く
、
残
り
７０
％
に
最
大
２０
万

岩
ま
で
支
給
す
る
方
針

へ
変

更
し
た
。
ま
た
公
約
の

一
つ

だ

っ
た
５
歳
児
ま
で
の
服
償

保
育
は
実
廂
さ
れ
た
が
、
地

方
自
治
体
の
財
政
を
思
化
さ

せ
る
要
因
に
な

っ
て
い
る
。

基
随
年
金
制
度
の
導
入
に

よ
り
年
金
給
付
の
国
庫
負
担

が
増
加
し
た
。
さ
ら
に
少
子

化
対
策
や
高
齢
社
会
に
向
け

た
健
康
保
険
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
分
野
で
財
政
支
出
圧
力
が

強
ま

っ
て
い
る
。

経
済
協
力
開
発
機
構

（
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
基
準
の
社
会
支
出

の
（臨

嚇
総 。
戦
魏

（
分

螂
囃

Ｐ 力、
一
　

・ ジ

比
率
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
２‐

ペ

・
８
％
に
対
し
、
輔
田
は
９

２９

・
３
％
と
楓
め
て
低
い
。
他

刊

方
、
税
収
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
は

朝

霧

一
囲
祭

押

ド

翻

には、規
客
貿
湯
球

姻
加
が
必
要
で
あ
る
。
持
統

的
成
長
を
逃
げ
な
が
ら
、
増

岬

加
が
予
想
さ
れ
る
社
会
支
出

川

糊
　
　
　
　
４年‐２

る
。

（日
本
総
合
研
究
所
）

２０

地域別販売編成 (201 3年 )

EU

現代
自動車

米国
トヨタ自動車

その他 中国

(出所)硯代自動車、トヨタ自動車発表資料

14年 12月 H日  日本経済新聞 朝

2014年 12月 12日  日本経済新聞 朝刊

OECD加盟国の社会支出と税収
%  (対 GDP比率)

建k望■ジレ/  再構築迫られる自動車産業

ゼミナ
=ル

/
険しい「創造経済」の実現

高齢化社会支える財源課題に

面
、
為
替
変
動
に
対
す
る
脆

弱
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
回
避
す
る
に
は
、
海

外
生
産

の
拡
大
が
必
要
だ

が
、
ネ

ッ
ク
は
労
働
組
合
と

の
問
で
合
意
し
た
国
内
最
低

生
産
台
数
の
維
持
で
あ
る
。

現
在
の
状
況
を
ど
う
打
開

し
て
い
く
の
か
、
今
後
の
動

き
が
注
目
さ
れ
る
。

（日
本
総
合
研
究
所
）

２０

術
や
製
品
開
発
の
実
績
は
少

成

な
い
。
円
安
ウ
ォ
ン
高
や
中

却

蜘
約
際
勲
崎
珈
権
腰
酪
一
令

然
　
の
を
期
待
し
た
い
。
他
方
、

ホ一　
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
成
長
に

螂

は
、
優
秀
な
人
材
を
集
め
る

副

仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

眈

　

人
企
栄
の
革
新
と
ベ
ン
チ

触

胎
劇
納
燃
］
勅
熙
φ
捌
糾
辮

（
日
本
総
合
研
究
所
）

=ロロ

D

日本

田 □:lilロ モ

ロ

5
a ・ 韓国

5010   20   30   40 %
税 収

(出所)OECD.Government at a Glance 2013
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世
界
市
場
で
日
韓
企
業
が

競
合
す
る

一
方
、
同
Ｎ
企
業

は
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン

（供

給
網
）
で
結
ば
れ
て
い
る
。

日
輔
関
係
を
考
え
る
際
に
、

見
落
と
せ
な
い
点
で
あ
る
。

２
０
０
０
年
代
に
日
本
の

対
輔
輸
出
依
存
度

（対
韓
輸

出
額
／
輸
出
額
全
体
）
が
上

昇
し
た
。
海
外
市
場
向
け
に

韓
国
企
業
の
生
産
が
拡
大
し

た
の
に
伴
い
、
日
本
か
ら
高

品
量
の
素
材
、
基
幹
部
品
、

製
造
装
置
な
ど
の
輸
出
が
伸

び
た
こ
と
に
よ
る
。

他
方
、
韓
口
で
は
こ
の
時

期
に
対
日
輸
入
依
存
度
が
低

ド
し
、
対
中
輸
入
依
存
度
が

Ｌ
昇
し
た

（
０７
年
以
降
中
国

が
最
大
の
輸
入
相
手
阿
）
。

対
日
輸
入
依
存
皮
の
低
下

に
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
伴

う
輸
入
先
の
シ
フ
ト
と
韓
岡

で
の
国
産
化
が
影
響
し
て
い

日本の対韓輸出、韓国の対日輸入依存臣

日本の対軽輸出 %

転
換
期
の
韓
国
経
済

⑦

る
。
国
産
化
に
は
日
本
企
業

の
現
地
生
産
も
合
ま
れ
る
。

日
本
の
対
韓
国
直
接
投
資

額
は
１２
年
に
急
増
し
た
。
韓

旧
の
液
品
パ
ネ
ル
の
生
産
拡

大
を
受
け
て
、
ガ
ラ
ス
基
板

や
フ
ィ
ル
ム
関
連
の
企
業
が

進
出
し
た
。
生
産

コ
ス
ト
の

安
さ
、
供
給
先
近
く
で
生
産

す
る
メ
リ

ッ
ト
に
加
え
て
、

当
時
の
超
円
高
が
進
出
を
後

押
し
し
た
。
輸
出
か
ら
投
資

へ
の
シ
フ
ト
で
あ
る
。

他
方
、
韓
国
企
業
も
日
本

企
業

へ
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の

役
割
を
担

っ
て
い
る
。
半
導

体
や
液
品
パ
ネ
ル
、
鋼
板
な

ど
の
ほ
か
、
最
近
で
は
自
動

車
部
品
に
も
広
が

っ
た
。
こ

の
背
景
に
、
現
代
向
動
車
の

生
産
拡
大
に
伴
う
部
品
企
業

鴎

雑
詩

難

理
オ
義

ぺ ・ ジ

ェ
ー

ン
の
構
築
が
あ
る
。
部

３３

品
企
業
の
成
長
に
は
日
本
、

欧
米
か
ら
の
技
術
導
入
が
寄

与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
日
韓
関
係

を
特
徴
づ
け
る
の
は
、
双
方

向
の
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
で

あ
る
。
こ
う
し
た
大
企
業
間

の
関
係
に
、
中
小
企
業
の
経

日

箪
縄
疋
露

関
係
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。　
牛

（
日
本
総
合
研
究
所
）

２０．

転
換
期
の
韓
国
経
済

⑥

る
。
同
国
間
に
は
サ
プ
ラ
イ

チ

ェ
ー
ン

（供
給
網
）
が
存

在

す
る
。

こ
の
基
盤

の
上

に
、
経
済
運
拐
罰
定
の
締
結

と
シ
ー
ム
レ
ス
な

（連
携
し

た
）
物
流
網
が
実
現
さ
れ
れ

ば
、
経
済

の

一
体
化

が
辻

み
、
投
資
を
誘
発
し
、
屈
用

の
創
出
に
つ
な
が
る
。

ま
た
、
東

日
本
大

震
災

後
、
日
本
が
不
足
す
る
石
油

製
品
を
韓
Ｎ
か
ら
輸
入
し
た

よ
う
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

で
の
協
力
は
重
要
で
あ
る
。

第
二
は
、
社
会
分
野
で
あ

る
。
同
国
は
少
子
高
齢
化
と

い
う
共
通
の
問
題
に
直
面
し

て
お
り
、
政
策
や
活
動
面
で

学
び
あ
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
は
、
ア
ジ
ア
地
域

ヘ

効脇
鵬
静
瑚
鍔

・ジ

と
な
る
。
ア
ジ
ア
が
持
続
的
燃

に
発
展
し
て
い
く
上
で
課
題
　
２

と
な
る
環
境
対
策
や
イ
ン
フ

ラ
整
備
、
貧
困
削
減
、
制
度

作
り
な
ど
の
分
野
で
、
資
金

・
技
術
協
力
が
期
待
さ
れ

る
。

「高
齢
社
会
先
進
国
」

の
経
験
も
活
用
で
き
る
。

%
20

18

16

14

12

依存度(右軸)

碑国の対日輸入依存度(左軸)

02  04  06  08  10    13
(出所)財務省貿易統B十 、韓口貿易協会

日本経済新聞 朝刊

韓国の知的財産権など使用料収支(対日本〕

億 ドル
十受取

‐1
収支

‐15

―
支払

2004年  06  08  10  1213
(出所)韓回銀行、Economic Stattsks System

日本経済新聞 朝刊

密接な取引築いた日韓企業

日韓の「共通利益」再認識を

９

８

　
７

　
６

　
５

４

鳴

２
０
１
５
年
は
、
日
本
と

齢
国
の
国
交
が
正
常
化
し
て

５０
周
年
に
な
る
。
こ
の
問
に

冷
職
体
制
の
崩
壊
、
グ

ロ
ー

バ
ル
化
、
中
国

の
台
頭

な

ど
、
同
国
を
取
り
巻
く
環
境

が
著
し
く
変
化
し
た
。

こ
う
し
た
変
化
と
経
済
発

展
に
よ
り
、
韓
国
に
と

っ
て

日
本
の
位
置
づ
け
が
以
前
よ

り
も
低
下
し
た
。
韓
国
の
畑

的
財
産
権
な
ど
使
用
料

（国

際
収
支
）
を
み
て
も
、
日
本

へ
の
支

払
額
は
多

い
も

の

の
、
日
本
か
ら
の
受
け
取
り

が
近
年
増
加
し
て
い
る
。

現
住
の
冷
え
込
ん
だ
日
韓

関
係
を
改
善
し
て
い
く
Ｌ
で

必
要
な
の
は
、
両
国
関
係
の

変
化
を
冷
静
に
分
析
し
た
上

で
、

「
共
通
利
益
」
を
再
認

識
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

第

一
は
、
経
済
分
野
で
あ

５

　

０

　

５

　

０
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剛

腑
尋
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＝
こ
の
項
お
わ
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２０


